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本
県
や
国
土
交
通
省
な
ど
に
よ
る
首
都
圏
渋
滞
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
対
策
協
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
18
日
に

開
催
さ
れ
、
中
央
自
動
車
道
の
相
模
湖
Ｉ
Ｃ
付
近
下
り
線

の
渋
滞
対
策
方
針
を
決
定
し
た
。
相
模
湖
バ
ス
停
以
降
か

ら
相
模
湖
出
口
ま
で
約
２
㎞
区
間
に
つ
い
て
、
左
側
に
１

車
線
を
付
加
し
、
３
車
線
と
す
る
。

甲府支局HP
更新情報

（昭和49年3月11日　第三種郵便物認可） 2016年（平成28年）10月20日（木曜日）日刊（1） （日、月、祝翌日休刊）

甲
府
市
は
、
２
０
１
６
年

度
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
選
定
結
果
を
公
表
し

た
。
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
（
提
供
場
所
：
山
宮

町
）
は
「
愛
誠
会
」、
北
圏

域
の
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護

（
湯
村
３
丁
目
）
は
「
シ
ー

ア
ン
ド
シ
ー
福
祉
会
」、
西

圏
域
（
下
飯
田
１
丁
目
）
は

「
や
ま
な
し
勤
労
者
福
祉

会
」、
南
圏
域
（
宮
原
町
）

は
「
さ
く
ら
会
」。
事
業
者

は
来
年
度
中
に
開
設
す
る
。
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入
札
ネ
ッ
ト
の
無
料
体
験  

受
付
中

中
央
道
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
検
討

　
　
　
　

Ｗ
Ｇ
の
資
料
を
掲
載
し
ま
し
た

本
県
や
東
京
都
、
長
野
県

な
ど
で
組
織
し
て
い
る
中
央

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
は
、
２
０
１
６
年
度
第

２
次
補
正
予
算
の
山
梨
県
関

連
分
を
県
に
通
知
し
た
。
県

の
負
担
基
本
額
（
事
業
費
）

は
合
計
53
億
５
９
０
０
万

円
。
そ
の
う
ち
中
部
横
断
自

動
車
道
（
富
沢
〜
六
郷
）
は

工
事
費
42
億
５
９
０
０
万
円

で
、
富
沢
Ｉ
Ｃ
ラ
ン
プ
跨
道

橋
上
部
工
、
南
部
地
区
改
良

工
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

（
３
面
に
２
次
補
正
予
算

の
山
梨
県
関
係
の
発
注
計
画

を
掲
載
）

河
川
事
業
で
は
、
富
士
川

直
轄
河
川
改
修
で
工
事
費
１

億
５
４
０
０
万
円
、
測
量
設

計
費
５
０
０
万
円
。
鏡
中
条

地
区
の
低
水
護
岸
工
事
（
Ｌ

２
４
０
ｍ
）
な
ど
を
実
施
す

る
。

砂
防
事
業
は
工
事
費
３
億

３
５
０
０
万
円
。
釜
無
川
上

流
左
岸
山
腹
工
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。

２
次
補
正
予
算
の
山
梨
県

に
お
け
る
直
轄
事
業
計
画
は

次
の
と
お
り
。

　
　
　
　

◇

【
道
路
関
係
】

◆
中
部
横
断
自
動
車
道

（
富
沢
〜
六
郷
）
＝
工
事
費

環
境
共
創
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

（
Ｓ
Ｉ
Ｉ
）
は
、「
中
小
企
業

等
の
省
エ
ネ
・
生
産
性
革
命

投
資
促
進
事
業
費
補
助
金
」

の
３
次
公
募
第
３
回
交
付
決

定
先
を
公
開
し
た
。
山
梨
県

で
は
３
件
が
対
象
。
医
療
法

人
社
団
富
士
厚
生
会
（
大
月

市
）
の
高
効
率
空
調
導
入
に

２
５
３
１
万
２
８
３
３
円
な

ど
を
交
付
す
る
。

こ
の
補
助
金
は
、
高
効
率

照
明
や
高
効
率
空
調
、
高
性

能
ボ
イ
ラ
な
ど
を
導
入
す
る

中
央
自
動
車
道
下
り
線
の

相
模
湖
付
近
は
、
上
り
勾
配

な
ど
に
よ
っ
て
渋
滞
が
発
生

し
て
い
る
。
一
時
的
な
交
通

容
量
の
低
下
を
回
復
さ
せ
る

た
め
、
左
側
に
付
加
車
線
を

設
置
し
、
現
在
の
２
車
線
を

３
車
線
と
す
る
こ
と
を
対
策

方
針
と
し
て
決
定
し
た
。
相

模
湖
東
出
口
を
過
ぎ
た
相
模

湖
バ
ス
停
以
降
か
ら
相
模
湖

出
口
ま
で
約
２
㎞
区
間
が
対

象
。今

後
は
、
関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
、
準
備
が
整
い

次
第
、
工
事
に
着
手
す
る
こ

と
に
な
る
。
用
地
取
得
や
施

工
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
付
加
事
業

に
よ
る
渋
滞
緩
和
が
実
現
す

れ
ば
本
県
の
経
済
や
観
光
に

は
朗
報
と
な
る
。

対
策
方
針
の
決
定
に
つ
い

て
、
本
県
の
後
藤
斎
知
事
は

「
大
変
喜
ば
し
く
思
う
。
今

後
は
、
上
り
線
で
実
施
中
の

渋
滞
対
策
事
業
の
早
期
完
成

に
加
え
、
下
り
線
に
つ
い
て

も
、
決
定
さ
れ
た
対
策
方
針

に
基
づ
き
、
一
刻
も
早
く
事

業
着
手
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

国
な
ら
び
に
高
速
道
路
会
社

へ
要
望
す
る
」
と
コ
メ
ン
ト

を
発
表
し
た
。

中
央
自
動
車
道
の
渋
滞
対

策
で
は
、
小
仏
ト
ン
ネ
ル
付

近
上
り
線
に
新
ト
ン
ネ
ル
を

建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
昨

年
８
月
に
事
業
認
可
と
な

り
、
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

調
布
付
近
の
上
り
線
対
策
で

は
付
加
車
線
が
設
置
さ
れ
、

昨
年
12
月
25
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
て
い
る
。

あ
す
都
内
で
開
催

中
央
道
渋
滞

対
策
促
進
大
会

自
動
車
道
渋
滞
対
策
協
議
会

（
会
長
・
後
藤
斎
山
梨
県
知

事
）
は
、
渋
滞
対
策
促
進
大

会
を
21
日
㈮
午
後
０
時
か
ら

東
京
都
千
代
田
区
の
砂
防
会

館
で
開
催
す
る
。
対
策
を
国

や
高
速
道
路
会
社
に
求
め
る

決
議
な
ど
を
採
択
す
る
予

定
。
大
会
後
は
国
土
交
通
省

な
ど
へ
の
要
望
活
動
も
行

う
。

中
央
自
動
車
道
の
渋
滞
対
策
案

１
車
線
加
え
３
車
線
に

地
域
密
着
事
業
者

愛
誠
会
な
ど

選
定

甲
府
市

富
士
厚
生
会
の
空
調
な
ど

省
エ
ネ
投
資
補
助
が
決
定

中
小
企
業
な
ど
を
支
援
す
る

こ
と
で
投
資
を
促
進
し
、
生

産
性
向
上
を
図
る
も
の
。
補

助
率
は
対
象
経
費
（
購
入
す

る
設
備
費
用
）
の
３
分
の
１

以
内
。
２
０
１
５
年
度
補
正

予
算
の
事
業
。

山
梨
県
の
交
付
先
と
対
象

事
業
は
次
の
と
お
り
。

﹇
◆
事
業
者
（
事
業
実
施

場
所
）
＝
①
対
象
事
業
②
補

助
交
付
決
定
額
﹈

◆
㈱
レ
ジ
ャ
ラ
ン
（
甲
府

市
国
母
５
丁
目
９
６
５
）
＝

①
高
効
率
空
調
②
２
０
２
万

８
５
０
６
円

◆
学
校
法
人
伊
藤
学
園

（
甲
府
市
青
沼
３
丁
目
10
―

１
）
＝
①
高
効
率
照
明
②
86

万
60
円

◆
医
療
法
人
社
団
富
士
厚

生
会
（
大
月
市
七
保
町
下
和

本
県
事
業
費
は
53
億
円

中
部
横
断
で
ラ
ン
プ
橋
上
部

42
億
５
９
０
０
万
円
。
富
沢

Ｉ
Ｃ
ラ
ン
プ
跨
道
橋
上
部

工
、
南
部
地
区
改
良
工
、
大

島
地
区
改
良
工
、
六
郷
地
区

改
良
工
な
ど
を
推
進
す
る
。

工
事
発
注
計
画
に
よ
る

と
、
富
沢
Ｉ
Ｃ
ラ
ン
プ
跨
道

橋
上
部
工
（
鋼
橋
上
部
約
１

７
０
・
３
ｍ
、
鋼
材
約
３
５

０
ｔ
。
南
部
町
福
士
）
は
第

３
四
半
期
に
入
札
の
予
定
。

そ
の
ほ
か
、
青
柳
地
区
改
良

工
事
（
富
士
川
町
）、
下
山

地
区
改
良
工
事
（
身
延
町
）、

醍
醐
山
地
区
改
良
工
事
（
身

延
町
）
な
ど
を
発
注
す
る
。

◆
国
道
20
号
大
月
バ
イ
パ

ス
＝
工
事
費
３
億
５
０
０
０

万
円
。
花
咲
地
区
改
良
工
事

（
大
月
市
）
を
推
進
す
る
。

◆
国
道
52
号
上
石
田
改
良

＝
工
事
費
３
０
０
０
万
円
。

上
石
田
地
区
改
良
工
事
（
甲

府
市
）
を
推
進
す
る
。

◆
国
道
１
３
９
号
富
士
北

麓
電
線
共
同
溝
＝
工
事
費
１

億
７
６
０
０
万
円
。
路
面
復

旧
工
事
を
推
進
す
る
。

◆
国
道
１
３
９
号
交
通
安

全
事
業
（
Ⅱ
種
）
＝
工
事
費

５
０
０
０
万
円
。
情
報
提
供

機
器
（
Ａ
Ｍ
）
を
整
備
す
る
。

　
　
　
　

◇

【
河
川
事
業
】

富
士
川
直
轄
河
川
改
修
事

業
で
、
工
事
費
１
億
５
４
０

０
万
円
、
測
量
設
計
費
５
０

０
万
円
の
合
計
１
億
５
９
０

０
万
円
。
①
鏡
中
条
地
区
の

低
水
護
岸
Ｌ
２
４
０
ｍ
②
万

沢
地
区
の
天
端
保
護
Ｌ
６
５

０
ｍ
③
鴨
狩
津
向
地
区
の
天

端
保
護
Ｌ
７
２
０
ｍ
④
上
高

砂
地
区
の
天
端
保
護
Ｌ
１
５

０
ｍ
―
な
ど
を
計
画
す
る
。

発
注
計
画
に
よ
る
と
、
鏡

中
条
地
区
護
岸
工
事
（
低
水

護
岸
約
２
４
０
ｍ
、
根
固
め

ブ
ロ
ッ
ク
約
４
０
０
個
。
南

ア
ル
プ
ス
市
）
は
第
４
四
半

期
に
発
注
す
る
。

　
　
　
　

◇

【
砂
防
事
業
】

富
士
川
水
系
で
、
工
事
費

３
億
３
５
０
０
万
円
。
釜
無

川
上
流
左
岸
山
腹
工
、
小
武

川
第
八
砂
防
堰
堤
、
白
河
内

第
三
砂
防
堰
堤
を
実
施
す

る
。

砂
防
は
３
カ
所
に
工
事
費
3.3
億

相模湖付近（下り線）対策（案）
位置図 相模湖  下り線

２㎞に付加車線
付
近

関東整備局
２次補正分

田
２
１
３
２
―
１
）
＝
①
高

効
率
空
調
②
２
５
３
１
万
２

８
３
３
円

小仏トンネル

相模湖東出口
相模湖ＢＳ

←上野原ＩＣ

上り

下り

対策延長（付加車線）
Ｌ＝約２㎞

相模湖
出口


